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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は不安定分子種の錯体化, とくにその有機反応に関する研究と越し, 5章より成る｡








方にだけ, 割り込み反応して環拡大をおこし, 2 - カルベ トキシー3 - フェニルオキセタンが生成するO
これら生成物はさらにカルベンの攻撃を受け, 複雑な混合物を与えるが, 銅系触媒共存下の熱分解では顕
著な選択性が看取されている｡ 2 - フェニルオキセタンを基質とする反応をも検討しているが, この場合
カルベ トキシー3- フェニルテトラヒドロフランが高収率で得られている｡ 以上の新反応はすべてカルベ
トキシカルベンが小員環エーテル酸素により錯体化され, 酸素イリドとなって進行するものと解釈されて
いる｡


















第 5 章はメチレンシクロプロパンの遷移金属錯体とその反応に関するものである. その異性体に当たる
トリメチレンメタン自体は-1801C以下でしか安定に存在し得ないが,鉄カルボニルと錯体化させて室温で
も安定な化合物を製取している｡ またメチレンシクロプロパン体とジクロル ･ ビス (ベンゾニトリル) ･
パ ラジウム (Ⅱ)との反応では高収率でビス打アリル型パラジウム錯体が 得られることを兄いだし, その
新反応を利用して新しい7Tアリルパラジウム錯体をいくつか合成している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
不安定分子種として最近有機化学的に注目されているものに, 二価炭素化合物であるカルベンがある｡
遊離のカルベンは往々にして過度に活性で反応に選択性を欠くため, 合成化学的応用には困難がある｡ 著
者は二, 三のカルベンや トリメチレンメタンの給体化を検討して, かくして得られる錯体が, 安定化と改
質とを受けて反応選択性を獲得する事実を明らかにし, 不完定休の有機反応を合成に応用する上で価値あ
る新知見を得たものである｡




















たらしたものであり, 将来における応用の基礎を開いた功績は大である｡ 学術上, 工業上寄与するところ
が少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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